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Abstract

We  studied populations of R. pseudoacacia  to ascertain its degree  of adaptation to riparian

environments  and  the manner  by which  its distribution quantity has increased in the past 19

years  on  the sandbanks  of the Inagawa  River, Hyogo  Prefecture in western  Japan. In a field

survey  at the Inagawa  River, we  investigated the height and  the diameter at breast height (DBH)

of R. pseudoacacia, and  determined  the species composition  of the R. pseudoacacia  community.

Further, we  investigated  the past and  present  distribution of R.  pseudoacacia  using  aerial

photographs  from  1985 to 2003. There  were  approximately  700 individual trees in the study  area.

Their average height and average DBH  was  6.1 m  and 8.8 cm, respectively. The  average  number

of species per 100 m  in the R. pseudoacacia  community  was  27. The  species composition  of the

community  included  a few  weeds  common  to riparian environment  as well as garden  tree

species. The  distribution area had increased from 0  m  to 6110 m  in 19 years.

These  results suggest  that R. pseudoacacia  can  adapt  to the riparian environments  as is

evident from its rapid expansion in distribution along the Inagawa  River in the past 19 years.
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はじめに

マメ科ハリエンジュ属のニセアカシア(Robinia

pseudoacacia)は, 明治初期から国内に導入され, 山腹

の砂防緑化用木や街路樹等として国内で広く植栽されて

いる北アメリカ原産の夏緑高木であるが, 近年, 山地や

河川で繁茂し, 大規模な群落を形成, 分布を拡大してい

ることが報告されている(外来種影響・対策研究会, 2001;

外来種影響・対策研究会, 2003). その旺盛な生育と萌芽

再生能力は国内の生態系や生物多様性に多大な影響を与

えると危惧されている(外来種影響・対策研究会, 2001).

兵庫県と大阪府の府県境を流れる猪名川においても, 二

セアカシアの林分か確認されており, 在来植生の成立空

間を占有し,在来の生態系への悪影響が懸念されている.

本研究では猪名川中流域におけるニセアカシアの分布

量, ニセアカシア群落の組成と構造, その分布の変遷を

明らかにしたのでその結果を報告する.
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Fig.1 Distribution of R. pseudoacacia patches within the study area in the Inagawa  River, Hyogo  Prefecture. The  shaded

area shows  the R. pseudoacacia community.

図1 調査地におけるニセアカシア群落の分布. 斜線部がニセアカシア群落の広がりを示す.

調査方法

調査地概要

調査は, 京都府, 大阪府, 兵庫県の3 府県境に広がる

北摂山系を源とし, 神崎川を経て大阪湾へ流下する猪名

川において行った(Fig.l).調査地は大規模なニセアカシ

ア群落が分布する兵庫県伊丹市下河原, 中村, 北伊丹(距

離標7.2kmから7.8kmの右左岸)の未整備の河川敷で, 低

水敷より高く冠水頻度は低い(Fig.  1).

林分はすべて未整備の高水敷に位置し, 群落の林縁部

には主にクズ群落やセイタカアワダチソウ群落がみら

れ, 群落の周辺にはナンキンハゼ, ク囗バナエンジユな

どの外来樹木の稚樹も散在している.

調査方法

現地調査は, 2003 年10月から2004年3 月にかけて, 二

セアカシアの毎木調査, 林分面積測定, 植生調査の3 項

目について実施した. また文献調査では過去約20年間に

撮影された空中写真と既存の植生図を用いたニセアカシ

ア群落の分布の変遷について調べた.

ニセアカシアの毎木調査については, 林分ごとに樹高

1.3m 以上のニセアカシアの個体数および樹高, 胸高直径

を計測した. 樹高は樹高棒(最大測定高12m) を用いて測

定し, 12m を越えるものについては0.5m 刻みで目測し

た.

林分面積については,2003 年11 月撮影の空中写真を元

に, 林分の広がりを国土交通省近畿地方整備局猪名川河

川事務所発行の1 /2500 地形図上にGIS を用いて図示し

測定した.

植生調査については, 林内に実面積100㎡ の調査区を

設置し, 階層区分を行い, 各階層の高さと植被率(%)を目

測により記録した. また, 階層ごとに全植物種のリスト

を作成し, 各出現種の被度(%) を測定( 目測) した.

被度(%) の測定では単生する実生などのように0.0001%

Table 1 Distribution  quantity  and  individual  size of R. pseudoacacia

表1 ニセ アカシアの分布量および個体サイズ



Fig.2 Height  class distribution and  DBH  class distribution of R. pseudoacacia  in each  stand.

図2 各林分におけるニセアカシアの樹高階分布および胸高直径階分布



Table 2  Species  composition  of the R. pseudoacacia  community  along  the Inagawa  River.

#:alien species. B 1 :Tree layer, B 2 :Sub tree layer, S 1 :Shrub layer, S 2 :Second shrub  layer, K:Herb  layer

表2 ニ セ ア カ シ ア群 落 の種 組 成



Table 2 continue
表2 つづ き

以下の場合もあるが, 本調査では0.01% を最小の被度値

とし, 調査の簡素化を図った. なお, 第1 低木層以上の

階層では, 階層ごとに各樹種の個体数を記録した. 樹高

1.3m 以上の樹木については, 個体数, 樹高, 胸高直径を

測定した. 樹高はニセアカシアの毎木調査と同様の方法

で測定した. また, 立地条件を把握するため, 地形条件,

傾斜角度・方位, 土壌条件等を記録した. 植生調査は林

分1 で2 方形区,林分2,3でそれぞれ1 方形区実施した.

林分4 についてはその形状が入り込んでおり方形区の設

置が困難であったため実施しなかった.

ニセアカシア群落の分布の変遷については1985年,

1989年, 1995年, 2003年に撮影された空中写真と1999年

に作成された植生図( 建設省近畿地方建設局猪名川工事

事務所, 1999) からニセアカシア群落を判別したのち,



その広がりを国土交通省近畿地方整備局猪名川工事事務

所発行の1 /2500 地形図上にGIS を用いて図示し, その面

積を測定した.

結果 およ び考 察

ニセアカシアの分布量

ニセアカシアの分布量についてTable 1 に示した.

調査地に分布するニセアカシア林分の面積はTotal で

6110 ㎡, 個体数は673 本で, 樹高は平均6.↓m(最大15.0m,

最小1.5m), 胸高 直径は 平均8.8c m(最 大43.8cm 、最小

0.3cm)であった.

各林分のニセアカシアの分布量をみると, 林分1 は面

積が4058m で370 個体, 林分2 は面積が1308㎡ で152 個

体, 林分3 は面積が270㎡ で78 個体, 林分4 は面積が474

㎡ で73個体と, 林分1 が面積, 個体数ともに最も多かっ

た(Table 1).

各林分に生育するニセアカシアの個体サイ ズをみる

と, 樹高については, 林分1 では平均6.9m  (最大15.0m,

最 小1.5m), 林 分2 で は 平 均5.7m  (最大15.0m, 最 小

1.5m), 林分3 では平均4.8m  (最大10.4m, 最小1.5m),

林分4 では平均42m( 最大10.0m,最小2.0m)で, 林分1 の

個体の樹高が最も大きかった(Table 1). また, いず

れの林分においても2m から4m の階級で最も個体数が

多かった(Fig 。2). 胸高直径については, 林分1 では

平均10.8cm( 最大43.8cm, 最小0.8cm), 林分2 では平均

7.3cm  (最大25.0cm, 最小0.6cm), 林分3 では平均5.3m

(最大17.5cm, 最小0.3cm), 林分4 では平均5.7c m(最大

20.1cm,最小1.3cm) で, 林分1 の個体の胸高直径が最も大

きかった. また, 林分1 から林分3 はOcm から4em の

階級が, 林分4 は4cm から8cm の階級で最も個体数が

多かった(Fig.  2).

このように,猪名川の河川敷において約700 本のニセア

カシアが分布し, 稚樹から成木まで様々なサイズの個体

が定着していることが明らかとなった.

群落の組成と構造

ニセアカシア群落の組成をTable 2 に示した. 群落

高は12 から15m, 階層構造は4 から5 層で, 総出現種数

は21 から33種( 平均27 種) であった. 第1 低木層では二

セアカシアが優占するが, エノキやムクノキといった在

来の夏緑高木種も混生し,第2 低木層ではニセアカシア,

エノキ, ムクノキがそれぞれ1 から15% の被度で混生し

ていた. 草本層にはスイバ, ヤブガラシ, イノコズチ,

ヒガンバナなど河川で普通にみられる草本種が生育して

いた. 方形区における帰化率は9.5から15.2% で(Table

2), いずれも猪名川の植物相の帰化率(31.7%)  ( 外来

種影響・対策研究会, 2001) よりも低かった. このほか,

シャリンバイ, マサキ, アラカシ, フヨウなどの緑化樹

木もみられた. これらはいずれも河川敷で自生する種で

はなく, 都市域の緑化によく用いられる緑化樹木で, 本

調査地の上流右岸河川敷に位置する猪名川運動公園や上

流左岸河川敷に位置する東久代公園にはシャリンバイ,

Previous distribution of the R. pseudoacacia community

along the Inagawa River over the past 19 years.
図3 ニセアカシア群落の分布の変遷



Table 3 Density, average height, and average DBH  of each tree species in each stand of R. pseudoacacia community

表3 ニセ アカシア群落に生育する樹木の生育密度, 平均樹高および嘔均胸高直径

(1) density  (individuals/lOOm)  (2)  Average  of  height  UiU,  U;  Average  of  DKhKcmJ

トベラなどが植栽されている. また, 都市域に隣接する

森林群落には緑化樹木が多く侵入することで知られてい

る( 服部ほか, 1996; 石田ほか, 1998)ことから, 本群落

内でみられたこれらの緑化樹木も, 調査地に隣接する都

市域から供給されたものと推測された.

各方形区における生育する樹高1.3m以上の樹木の個

体数, 平均樹高, 平均胸高直径をTable 3 に示した. こ

れをみると, 方形区1-2 ではエノキの個体数の方が二

セアカシアの方が多いが, その他の3 方形区でニセアカ

シアの個体数が最も多く, ニセアカシア以外の樹木では

エノキの個体数が次いで多かった. また分布するエノキ

の平均樹高は3.0m以上, 平均胸高直径についても2.9cm

以上であり, 低木にまで成長した個体が多くみられた.

エノキは西日本のヤブツバキクラス域の沖積平野に発達

する河畔林であるエノキームクノキ群集( 宮脇, 1984)

の林冠構成種である. 猪名川でも改修によって生じた廃

川敷にエノキームクノキ群集が残存していることから,

冠水頻度の低い河川敷の潜在自然植生はエノキームクノ

キ群集であると推定され, ニセアカシア群落はこの群集

の成立立地を占有していると考えられた.

このようにニセアカシア群落には河川に普通にみられ

る雑草類の他に緑化樹木の侵入がみられるほか, 当立地

の潜在自然植生の林冠構成種を多く含んでおり, 猪名川

の本来の植生の分布を阻害していることが明らかとなっ

た.

ニセアカシア群落の分布の変遷

Fig.3に1985年から2003年にかけての調査地における

ニセアカシア群落の分布の変遷を示した. 1985 年の空中

写真ではニセアカシア群落の分布は確認できなかった

が, 1989 年では小規模な5 つの林分か確認された. 1995

年では1989年でみられた林分のうち, 下流側4 つの林分

か2003年時の林分1 の元となる一つの林分にまとまり,

2 つの林分となっていることが確認された. 1999 年では

Increasing  area of the R. pseudoacacia community

alone the Inaeawa  River.

図4 ニセアカシア群落の面積の経年変化

1995年と比較して林分数や分布位置に大きな違いはみら

れなかったが, 2003 年では1999年までに確認された林分

以外に上流側に2 つの小規模な林分( 林分3 、4) を加

えた4 つの林分か確認された. このことから,林分1 、2

は1985年から1989年の間に成立し, 約19年間で最大群落

高15m の林に, 林分3 、4 は1999年から2003年の間に成

立し, 約5 年間で最大群落高10m の林分に成長したと推

定された. 各年代におけるニセアカシア群落の面積の変

遷をみると, 1989年は2086㎡, 1995年は4108㎡, 1999 年

は4900㎡, 2003年は6110㎡であり, ニセアカシア群落の

分布面積は1985年から2003年にかけて増加傾向を示して

いた(Fig.  4).

このように本調査地では過去19年の間にニセアカシア

群落が急速に分布を拡大していることが明かとなった.
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和 文 要 旨

猪名川( 兵庫県) の河川敷に分布するニセアカシアの

分布量およびニセアカシア群落の組成と構造, 分布の変

遷について調査し, 河川敷での定着状況, 分布拡大につ

いて検討した. 調査の結果, 猪名川の河川敷の調査地で

は2003年に約700本のニセアカシアが分布し,ニセアカシ

ア群落の4 つの林分は合計面積で6110㎡ の広がりを

もって成立していることが確認された. また, 群落の構

成 種には河川 に普通に みられる草本類 の他に緑化 樹木 の

侵入 がみら れるほか, 当 立地の潜在 自然植生 の林冠構成

種 を含んでい た. ま た, ニ セ アカシ ア群落は1985 年 以 降

に成 立し, 1985 年 か ら2003 年 に かけて 林分数と分 布面積

は増 加傾向 にあ り, 猪 名川 にお いて過去19 年 間で 分布が

拡大し ている ことが明 らか となった.
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